
行
政
視
察
報
告

総
務
委
員
会

日
時

月

日

月

日

視
察
地

豊
橋
市

多
治
見
市

神
戸
市

豊
橋
市
で
は
市
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
多
治
見
市
で
は
行

政
改
革
の
取
り
組
み
、
神
戸
市
で

は

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。
豊
橋
市
は
市
民

協
働
推
進
条
例
を
制
定
し
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
市
民
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。
多
治
見
市
は
行
政
改
革

大
綱
を
定
め
、
事
務
事
業
の
縮
減

や
職
員
数
の
削
減
等
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
本
市
の
今
後
の
施
策
の

参
考
と
し
活
か
し
て
い
き
た
い
。

行
政
視
察
報
告

委員会視察

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

文
教
厚
生
委
員
会

日
時

月

日

月

日

視
察
地

品
川
区
・
大
阪
市
・
姫
路
市

品
川
区
で
は
施
設
一
体
型
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
大
阪
市
で

は
学
校
施
設
の
壁
面
緑
化
及
び
校

庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
、
姫
路
市

で
は
連
携
型
の
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
視
察
を
行
っ

た
。
品
川
区
及
び
姫
路
市
の
小
中

一
貫
教
育
は
、
本
市
で
今
後
検
討

す
る
小
中
一
貫
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
参
考
に
す
べ
き
点
な
ど
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
大

阪
市
で
は
、
い
か
に
保
護
者
や
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
芝
生
の
維

持
管
理
を
行
う
か
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

市
民
経
済
委
員
会

日
時

月

日

月

日

視
察
地

水
俣
市

北
九
州
市

臼
杵
市

水
俣
市
で
は
ご
み
分
別
収
集
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
策
、
北
九
州

市
で
は
ご
み
減
量
化
、
臼
杵
市
で

は
企
業
の
農
業
参
入
・
有
機
農
業

推
進
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

水
俣
市
は
家
庭
ご
み
の
高
度
分
別

収
集
を
、
北
九
州
市
は
ご
み
の
減

量
化
を
、
市
民
の
力
で
実
現
し
て

お
り
、
参
考
に
な
っ
た
。
臼
杵
市

の
有
機
農
業
を
中
心
と
し
た
循
環

型
農
業
構
築
に
よ
る
、
安
全
な
農

産
物
生
産
や
企
業
の
農
業
参
入
促

進
事
業
は
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。

建
設
委
員
会

日
時

月

日

月

日

視
察
地

札
幌
市
・
千
歳
市
・
横
浜
市

札
幌
市
で
は
モ
エ
レ
沼
公
園
に

つ
い
て
、
千
歳
市
で
は
青
葉
公
園

に
つ
い
て
、
横
浜
市
で
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
ー
ト
・
パ
ー
ク
構
想
に

つ
い
て
視
察
を
行
な
っ
た
。
札
幌

市
の
モ
エ
レ
沼
公
園
は
、
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
が
設
計
し
作
品
と
し

て
認
定
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
り
な
が
ら
、
芸
術
的

な
刺
激
を
得
ら
れ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。千
歳
市
の
青
葉
公
園
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、横
浜
市
は
、現
代
ア
ー

ト
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
テ
ー

マ
を
設
定
し
た
公
園
の
有
効
性
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
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